
データ収集とバックグラウンドタスク

ここでは、次の内容について説明します。

•データ収集ジョブの制御（1ページ）
•データ保持設定がWeb GUIデータに及ぼす影響（1ページ）
•履歴データの保持について（2ページ）
•パフォーマンスおよびシステムのヘルスデータ保持（4ページ）
•アラーム、イベント、および Syslogの消去（12ページ）
•ログの消去（12ページ）
•レポートの消去（13ページ）
•バックアップの消去（13ページ）
•デバイスコンフィギュレーションファイルの消去（13ページ）
•ソフトウェアイメージファイルの消去（13ページ）
•システムジョブの制御（14ページ）
• Cisco Prime LMSから Cisco Prime Infrastructureへのデータの移行（29ページ）

データ収集ジョブの制御
すべてのデータ収集タスク（およびデータ消去タスク）がジョブダッシュボードから制御され

ます。「」を参照してください。データ収集ジョブは、「」に一覧表示されています。

データ保持設定がWeb GUIデータに及ぼす影響
[データの保持（Data Retention）]ページで加えた変更に従って、WebGUIに表示される情報が
決まります。[データの保持（DataRetention）]ページを開くには、[管理（Administration）]>
[設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]を選択し、さらに [一般（General）] >
[データの保持（Data Retention）]を選択します。

たとえば、7日より前の古い履歴パフォーマンスデータが不要な場合、パフォーマンスデータ
保持の値を次のように変更できます。

• [短期データ保持期間（Short-term Data Retention Period）]：1日
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• [中期データ保持期間（Medium-term Data Retain Period）]：3日

• [長期データ保持期間（Long-term Data Retain Period）]：7日

このような設定に変更すると、パフォーマンスレポートおよびパフォーマンスダッシュボー

ドに表示されるすべてのデータは、過去7日間のみが対象になります。パフォーマンスレポー
トを作成すると、過去 7日間より長いレポート期間を選択した場合でも、レポートには過去 7
日間のデータのみが含まれます（これは、保持するように選択したデータが7日間分であるた
めです）。

同様に、パフォーマンスダッシュボードを表示して1週間を超える時間枠を選択しても、ダッ
シュボードには過去 7日間の日付のみが含まれます。

インターフェイスのモニタリングポリシーを作成する際に、15分ごと、5分ごと、または 1分
ごとのポーリング間隔を定義できます。選択したポーリング間隔に基づいてデバイスデータが

ポーリングされ、Oracleデータベースに保存されます。データは 1時間ごとに AHxxxテーブ
ルに集約されます。また、1/5/15分に設定されたポーリング間隔に関係なく、ADxxxテーブル
への集約が 1日に 1回行われます。

[インターフェイスヘルスポリシー（InterfaceHealth Policy）]タブでは、頻度が 5分に設定され
ている場合は、1時間あたり 12個のサンプルを表示できます。1時間ごとにデータが集約テー
ブルに移動されてインターフェイス統計の平均値が算出され、1時間ごとの集約テーブルに 1
つのエントリが表示されます。ポーリング間隔に関係なく、集約はすべてのポリシーで同一で

す。

データ保持の詳細とデータストレージの期間、イベント時間（ミリ秒単位）、および各データ

ベースのエンティティ IDとイベント時間を表示できます。パフォーマンスデータと集約デー
タは、[パフォーマンスダッシュレット（Performance Dashlet）] > [インターフェイス
（Interfaces）] > [トラフィック使用率（Traffic Utilization）]タブに表示されます。

履歴データの保持について
Prime Infrastructureは次の 2種類の履歴データを保存します。

1. 非集約履歴データ：まとめて収集または集約できない数値データ。クライアントアソシ
エーション履歴は、非集約履歴データの 1つの例です。

非集約データ収集タスクごとの保存期間（およびその他の設定）を定義できます。たとえば、

[Administration] > [Settings] > [System Settings] > [Client]で、クライアント関連付け履歴の保持
期間を定義できます。デフォルトで、すべての非集約履歴データの保存期間は 31日または
1,000,000レコードです。この保持期間は 365日まで増やすことができます。

（注）

1. 集約履歴データ：全体として収集し、最小、最大、および平均として集約することが可能
な数値データ。クライアント数は、集約履歴データの 1つの例です。

集約履歴データのタイプは次のとおりです。
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•傾向：これには、クライアント履歴、AP履歴、AP使用率、クライアント統計情報などの
無線関連の履歴情報が含まれます。

•デバイスヘルス：これには、デバイスのアベイラビリティ、CPU、メモリ、およびイン
ターフェイスの使用率、QoSなどの有線デバイスと無線デバイスに関するSNMPポーリン
グデータが含まれます。

•ネットワーク監査レコード：これには、ユーザーがトリガーした設定変更に関する監査レ
コードなどが含まれます。

•パフォーマンス：これには、トラフィック統計情報、アプリケーションメトリック、音声
メトリックなどの保証データが含まれます。

•システムヘルスレコード：これには、Prime Infrastructure管理者ダッシュボードに表示さ
れるほとんどのデータが含まれます。

これらの集約タイプの保持期間はデフォルト値、最小値、および最大値として定義されます

（下記の表参照）。[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System
Settings）] > [一般（General）] > [データの保持（Data Retention）]ページを使用して、集約
データの保持期間を定義します。集約タイプには、時間単位、日単位、および週単位がありま

す。

表 1 :集約履歴データの保持期間

傾向データの保存期間

最大最小デフォル

ト

期間

31日1日間7日間時単位

365日7日間90日間日単位

108週間2週間54週間週単位

デバイスヘルスデータの保存期間

31日1日15日間時単位

365日間7日間90日間日単位

108週間2週間54週間週単位

パフォーマンスデータの保存期間

31日1日7日間短期データ

365日7日間31日中期データ

756日間2日間378日間長期データ

ネットワーク監査データの保存期間
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365日7週間7日間すべての監査データ

システムヘルスデータの保存期間

31日1日7日間時単位

365日7日間31日日単位

365日間7週間54週間週単位

ユーザージョブデータの保持期間

365日2日間7日間週 1回

パフォーマンスデータは次のように集約されます。

•短期データは 5分ごとに集約されます。

•中期データは 1時間ごとに集約されます。

•長期データは 1日ごとに集約されます。

パフォーマンスおよびシステムのヘルスデータ保持

デフォルト設定はインタラクティブグラフから最も役立つ情報を取得するように最適化されて

いるため、トレンド、デバイスヘルス、システムヘルス、およびパフォーマンスデータの保

持期間を変更しないことをお勧めします。

（注）

次の表に、[データの保持（Data Retention）]ページに表示される情報を示します。

保持設定範

囲

デフォルトの保持設定説明データのタ

イプ

時間単位の

データ：1
〜 31
（日）

日単位の

データ：7
〜 365
（日）

週単位の

データ：2
～ 108
（週）

毎時データの保持期間：15
（日）

日次データの保持期間：90
（日）

週次データの保持期間：54
（週）

デバイス関連の履歴情報。トレンド

データは全体として収集され、最小、

最大、または平均として要約されま

す。

傾向データ

の保持期間

（Trend
Data Retain
Periods）
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保持設定範

囲

デフォルトの保持設定説明データのタ

イプ

時間単位の

データ：1
〜 31
（日）

日単位の

データ：7
〜 365
（日）

週単位の

データ：2
～ 108
（週）

毎時データの保持期間：15
（日）

日次データの保持期間：90
（日）

週次データの保持期間：54
（週）

デバイスの到達可能性などの SNMP
ポーリングされたデバイスデータ、お

よびCPU、メモリ、インターフェイス
の使用率。

デバイスヘ

ルスデータ

の保持期間

（Device
Health Data
Retain
Periods）

短期の範

囲：1〜 31
（日）

中期の範

囲：7〜
365（日）

長期の範

囲：2〜
756（日）

短期データの保持期間：7
（日）

中期データの保持期間：31
（日）

長期データの保持期間：378
（日）

トラフィック統計などの保証データ。

•短期データは 5分ごとに集約され
ます。

•中期データは 1時間ごとに集約さ
れます。

•長期データは 1日ごとに集約され
ます。

[詳細設定（Advanced
Settings）]をクリックし
て、使用可能な属性の [経
過時間（日）（Age (In
days)）]と [最大レコード
数（Max Records）を設定
できます。

（注）

パフォーマ

ンスデータ

の保持期間

（Performance
Data Retain
Periods）

2～ 365
（日）

ユーザージョブデータ保持

期間：7（日）
完了状態のユーザージョブのすべての

レコード。

ユーザー

ジョブデー

タ保持期間
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保持設定範

囲

デフォルトの保持設定説明データのタ

イプ

時間単位の

データ範

囲：1〜 31
（日）

日単位の

データ範

囲：7〜
365（日）

週単位の

データ範

囲：2〜
108（週）

毎時データの保持期間：1
（日）

日次データの保持期間：7
（日）

週次データの保持期間：54
（週）

管理ダッシュボードに表示されるほと

んどのデータが含まれます。

システムヘ

ルスデータ

の保持期間

（System
Health Data
Retain
Periods）

データベーステーブル別のデータ保持の指定

管理者は、[データの保持（Data Retention）]ページの [その他のデータ保持条件（Other Data
Retention Criteria）]セクションを使用して、特定の Prime Infrastructureデータベーステーブル
の保持期間を設定できます。次の属性を使用して保持期間を指定できます。

• Age (in hours)：データベース内のすべてのレコードの最大データ保持期間を時間の単位で
指定します。

• Max Records：特定のデータベースに保持するレコードの最大数を指定します。[最大レ
コード数（MaxRecords）]の値が「NA」の場合、考慮される保持条件が [経過時間（Age）]
属性のみであることを意味します。

セクションは、複数のサブセクションに分類されます。それぞれのサブセクションには、各

データベーステーブル名と現在の AgeおよびMax Recordsの値が一覧表示されます。これら
の値によって、テーブル内の個々のレコードが保持されるか破棄されるかが決定されます。こ

のページには、テーブル内のデータの期間経過を計算するために使用される [経過時間（Age）]
属性テーブルも一覧表示されます。オプティカルデバイスのカテゴリは、Prime Infrastructure
の適用対象外です。

このセクションのいずれかのテーブルの値を変更するときは、事前にCiscoTechnicalAssistance
Centerに相談することを強くお勧めします。支援なしに変更すると、システムパフォーマンス
に悪影響を与える可能性があります。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [一般（General）]l >
[データの保持（Data Retention）]の順に選択します。

ステップ 2 [その他のデータ保存基準（Other Data Retention Criteria）]セクションを展開します。

ステップ 3 AgeおよびMax Recordsの値を指定するデータベーステーブルサブセクションを展開します。

ステップ 4 一覧表示しているデータベーステーブルをクリックし、必要に応じて新しい値を入力します。
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

クライアントデータの収集と保存の指定

管理者は、Prime Infrastructureの [クライアント（Client）]ページを使用して、次のようなネッ
トワーククライアント上のデータの保存に影響するパラメータを設定できます。

•アソシエーション解除されたクライアントに関するデータ。デフォルトは7日間で、これ
はクライアントが再度アソシエートを試みるかどうかに関係なく適用されます。

•クライアントセッション履歴に関するデータ。Prime Infrastructureデータベース内の行数
として、維持するセッションエントリの最大数を指定することもできます。

• DNSサーバーから取得してキャッシュされたクライアントホスト名。

これらのデータ保存オプションに加えて、このページでは次のオプションを有効または無効に

することができます。

•クライアントからトラップが受信されたときに、自動的に診断チャネルを使用してそのク
ライアントを修復します。

•自動的に DNSサーバからクライアントホスト名を取得します。
•クライアントからトラップまたはsyslogが受信されたときに、そのクライアントをポーリ
ングします。

•拡張クライアントトラップからクライアントを検出します。

•トランクポートで有線クライアントを検出します。

•ルーチンクライアントアソシエーションおよびアソシエーション解除トラップおよび
syslogを Prime Infrastructureイベントとして保存します。このオプションは、この種のト
ラップや syslogが膨大な数になる期間（ネットワークセットアップなど）の大規模ネッ
トワーク上の Prime Infrastructureのパフォーマンス問題を回避するために、デフォルトで
無効になっています。それ以外の期間は、このオプションを有効にすることができます。

•すべての 802.1xおよび 802.11クライアント認証失敗トラップを Prime Infrastructureイベン
トとして保存します。このオプションは、この種のトラップやsyslogが膨大な数になる期
間（ネットワークセットアップなど）の大規模ネットワーク上の Prime Infrastructureのパ
フォーマンス問題を回避するために、デフォルトで無効になっています。ネットワークが

安定している場合は、このオプションを有効にすることができます。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [クライアントとユー
ザー（Client and User）] > [クライアント（Client）]の順に選択します。

ステップ 2 [データの保持（Data Retention）]で、必要に応じて値を変更します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。
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データ重複排除の有効化

データ重複除去を使用すれば、次のクラスのアプリケーションデータごとに権限のあるソース

を特定することができます。

• TCPアプリケーションのアプリケーション応答時間データ
•すべてのアプリケーションのトラフィック分析データ
• RTPアプリケーションの音声/ビデオデータ

Prime Infrastructureは、ネットワークの要素とプロトコルに関するすべての受信データを保存
します。これには、複数のソースから受信した重複データも含まれます。信頼できるデータ

ソースを指定した場合は、特定の場所やサイトを開いたときに、指定したソースからのデータ

だけが表示されます。

[データ重複除去（DataDeduplication）]ページを使用すれば、特定の場所にある信頼できるデー
タソースを 1つまたは複数指定できます。たとえば、ブランチオフィスのネットワーク解析
モジュール（NAM）に加えて、同じブランチから送信された NetFlowデータもある場合は、
その場所の NAMまたは NetFlowデータだけを Prime Infrastructureで表示するように選択でき
ます。

ステップ 1 [サービス（Services）] > [アプリケーションの可視性と制御（Application Visibility & Control）] > [データ
重複排除（Data Deduplication）]を選択します。

ステップ 2 [データ重複除去の有効化（Enable Data Deduplication）]チェックボックスをオンにして、[適用（Apply）]
をクリックします。[Data Deduplicatio]ページに定義済みの場所グループが一覧表示されます。

ステップ 3 すべての場所にある信頼できるソースを自動的に検出するには、[自動検出（Auto-Detect）]をクリックし
ます。これにより特定されると、アプリケーションデータの各クラスのソースを一覧表示する列の下にあ

るリストボックスに、信頼できるソースのアドレスが Prime Infrastructureによって入力されます。

ステップ 4 特定の場所にあるアプリケーションデータのクラスの信頼できるソースを指定するには、次のように操作
します。

a) 場所グループ名をクリックします。
b) 信頼できるソースを指定するアプリケーションデータのクラスの下にあるドロップダウンリストボッ
クスをクリックします（例えば、[ApplicationResponseTime]の下にあるリストボックスをクリック）。

c) ドロップダウンリストから、その場所およびアプリケーションデータのタイプに関して信頼できる
ソースとして指定するデータソースを選択します。次に [OK]をクリックします。

d) [Save]をクリックして選択内容を保存します。

信頼できるデータソースを指定する対象となる場所およびアプリケーションデータのタイプのそれぞ

れに対し、必要に応じてこの手順を繰り返します。

ステップ 5 終了したら、[適用（Apply）]をクリックして変更内容を保存します。

データ収集とバックグラウンドタスク

8

データ収集とバックグラウンドタスク

データ重複排除の有効化



レポートの保存と保持の制御

すべての定期レポートが定期レポートリポジトリに格納されます。定期レポートは、妥当な期

間だけリポジトリ内に保持しておいて、定期的に削除する必要があると考えられます。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [一般（General）]l >
[レポート（Report）]の順に選択します。[レポート（Report）]ページが表示されます。

ステップ 2 [リポジトリパス（Repository Path）]で、Prime Infrastructureサーバー上のレポートリポジトリパスを指定
します。

ステップ 3 [ファイルの保持期間（File Retain Period）]で、レポートを保持する最大日数を指定します。

ステップ 4 [Save]をクリックします。

イベント受信後のインベントリ収集の指定

[インベントリ（Inventory）]ページで、デバイスの syslogイベントが受信された場合に、Prime
Infrastructureでインベントリを収集するかどうかを指定できます。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ
（Inventory）]の順に選択します。[インベントリ（Inventory）]ページが表示されます。

ステップ 2 [イベントベースのインベントリ収集の有効化（Enable event based inventory collection）]チェックボックス
をオンにして、Prime Infrastructureがデバイスの syslogイベントを受信した場合にインベントリを収集でき
るようにします。

ステップ 3 Prime Infrastructureが新しく追加されたデバイスに関する syslog通知とトラップ通知を有効にできるように
する場合は、[デバイスに関する syslogとトラップを有効にする（EnableSyslog andTraps ondevice）]チェッ
クボックスをオンにします。

この機能は、Cisco Nexusではサポートされません。（注）

ステップ 4 [Save]をクリックします。

設定導入動作の制御

管理者は、Prime Infrastructureユーザーが新しいデバイス設定テンプレートを導入するたびに、
デバイス設定をバックアップまたはロールバックするかどうかを選択できます。また、Cisco
WLC設定のアーカイブ方法も制御できます（下記の「関連項目」を参照）。

関連トピック

テンプレート導入前のデバイス設定のアーカイブ（10ページ）
テンプレート導入失敗時のデバイス設定のロールバック（10ページ）
WLC設定をいつどのようにアーカイブするかの指定（10ページ）

データ収集とバックグラウンドタスク
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テンプレート導入前のデバイス設定のアーカイブ

[デバイス設定のバックアップ（Backup Device Configuration）]が有効になっている場合は、新
しい設定テンプレートが導入される前に、Prime Infrastructureが自動的にすべてのデバイスの
実行コンフィギュレーションとスタートアップコンフィギュレーションをバックアップしま

す。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [インベントリ
（Inventory）] > [設定（Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [Backup Device Configuration]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [Save]をクリックします。

関連トピック

テンプレート導入失敗時のデバイス設定のロールバック（10ページ）

テンプレート導入失敗時のデバイス設定のロールバック

[ロールバック設定（Rollback Configuration）]が有効になっている場合は、新しい設定テンプ
レートのデバイスへの導入に失敗した場合に、Prime Infrastructureが自動的に最後にアーカイ
ブされた実行コンフィギュレーションとスタートアップコンフィギュレーションに各デバイス

をロールバックします。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [設定（Configuration）]
の順に選択します。

ステップ 2 [Rollback Configuration]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 [Save]をクリックします。

WLC設定をいつどのようにアーカイブするかの指定

デフォルトで、Prime Infrastructureは、次の場合にいつでも、Cisco Wireless LAN Controller
（WLC）ソフトウェアを実行している各デバイスのスタートアップコンフィギュレーション
のバックアップアーカイブを維持します。

•これらのデバイスの初期インベントリを収集した場合
•これらのデバイスの設定変更イベントの通知を受信した場合

Prime Infrastructureは、Cisco WLCソフトウェアを実行しているデバイスのコンフィギュレー
ションアーカイブサポートを提供します。コンフィギュレーションアーカイブには、スター

トアップコンフィギュレーションのみが含まれています。実行コンフィギュレーションはコン

フィギュレーションアーカイブから除外されます。

次のような、Cisco WLC設定アーカイブを制御するさまざまな基本パラメータを変更できま
す。

データ収集とバックグラウンドタスク
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•すべてのCiscoWLC設定操作（フェッチ、アーカイブ、またはロールバック）の最大タイ
ムアウト。

• Cisco WLC設定アーカイブサマリー情報の更新を待機する最大時間。
•初期インベントリ収集時、各インベントリの同期後、および設定変更イベントの受信時に
設定をアーカイブするかどうか。

•アーカイブした設定をファイルにエクスポートするときにセキュリティ情報をマスクする
かどうか。

•各デバイスのアーカイブした設定の最大数とそれらを保持する最大日数。
•アーカイブ操作に使用するスレッドプールの最大数。デフォルトを増やすと、1,000を超
えるデバイスが関係する変更をアーカイブする間の Prime Infrastructureのパフォーマンス
に役立つ可能性があります。

また、アーカイブの目的で、特定のファミリ、タイプ、またはモデルのデバイス上で指定した

コマンドが関係するすべての変更を無視するように Prime Infrastructureに指示することもでき
ます。これは、1つ以上のデバイスの一部のパラメータの重要でない変更または定常的に発生
する変更を無視する場合に便利です。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）] > [設定アーカイブ
（Configuration Archive）]の順に選択します。

ステップ 2 [基本（Basic）]タブで、必要に応じて基本的なアーカイブパラメータを変更します。

エクスポート中にセキュリティコンテンツをマスキングするオプションが、[インベントリ
（Inventory）] > [デバイス管理（DeviceManagement）] > [設定アーカイブ（ConfigurationArchive）]
ページに表示されます。詳細については、Download Configuration Filesを参照してください。

（注）

ステップ 3 アーカイブする設定から除外するデバイスと設定コマンドを指定するには、次の手順を実行します。

a) [Advanced]タブをクリックします。
b) [Product Family]リストで、除外する設定コマンドを指定するデバイスを選択します。

リスト/ツリービュードロップダウンを使用するか、>アイコンをクリックして、除外コマンドを指定
する個別の製品タイプとモデルにドリルダウンします。

c) [コマンド除外リスト（Command Exclude List）]で、現在選択されているファミリ、タイプ、またはモ
デルから除外する設定コマンドを（カンマで区切って）入力します。

選択したデバイスに設定変更がされていても、その変更が除外リストで指定されたコマンドの 1つで
あることを Prime Infrastructureが検出した場合、Prime Infrastructureはその変更を含む設定のアーカイ
ブバージョンを作成しません。

d) [保存（Save）]をクリックします。
e) デバイスファミリ、タイプ、またはモデルに対して指定された一連のコマンド除外を削除するには、

[製品ファミリ（Product Family）]リストでデバイスを選択して、[リセット（Reset）]をクリックしま
す。

データ収集とバックグラウンドタスク
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アラーム、イベント、および Syslogの消去

これらのデフォルトの消去設定は、最適なパフォーマンスを保証するために用意されていま

す。これらの設定を調整するときには、特に が非常に大規模なネットワーク（これらの設定

値を大きくすると悪影響が生じる可能性がある）を管理している場合に注意が必要です。

（注）

は、最大 8000000個のイベントと 2000000個の syslogをデータベースに格納します。

システムパフォーマンスを保護するため、は次の表の設定に従ってアラーム、イベント、お

よびsyslogを消去します。これらの設定はすべてデフォルトで有効化されます。データは毎日
削除されます。アラームテーブルは毎時チェックされ、アラームテーブルが300,000の上限を
超えた場合、は、アラームテーブルのサイズが制限内に収まるまで、最も古いクリア済みア

ラームを削除します。

デフォルト設定削除されるまでの日数：データタイプ

[有効（Enabled）]30日間アラーム：クリア済みのセキュリティ

アラーム

[有効（Enabled）]7日アラーム：クリア済みの非セキュリティ

アラーム

[有効（Enabled）]60日イベント

[有効（Enabled）]30日間Syslogs

無効30日間アラーム

設定を変更するには、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System
Settings）]を選択して、[アラームおよびイベント（Alarms and Events）]> [アラームおよびイ
ベント（Alarms and Events）]を選択し、[アラームおよびイベントのクリーンアップオプショ
ン（Alarm and Event Cleanup Options）]エリアの設定を変更します。

ログの消去
ログの消去設定を調整するには、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [ロギング
（Logging）]を選択します。ログは最大サイズに達するまで保存されます。最大サイズに達し
た時点で、ログファイルに番号が追加され、新しいログが開始されます。ログの数が最大数を

超えると、最も古いログが削除されます。

次の表に、一般ログと SNMPログのデフォルトの消去値をリストします。

設定を変更する場合の参照先：ログの数ログのサイズログタイプ

データ収集とバックグラウンドタスク
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一般的なログファイルの設定とデフォルトサ

イズの調整

1010 MB一般

一般的なシステムログを表示して管理する510 MBSNMP

レポートの消去
デフォルトでは、レポートは /localdisk/ftp/reportsという名前のリポジトリに保管され、31日が
経過するとこのディレクトリから削除されます。フィルタページで設定したレポートフィル

タはデータベースに保存され、消去されることはありません。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]の順に選択し、[一般
（Genera）] > [レポート（Reports）]を選択します。

ステップ 2 必要に応じて、サーバー上のレポートリポジトリの場所を変更します。リポジトリは、FTPルートパー
ティションの下になければなりません。

ステップ 3 デフォルトの消去までの経過期間を変更する場合は、[ファイルの保持期間（File Retain Period）]フィール
ドに新しい値を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

バックアップの消去
デフォルトで、2つのバックアップがローカルリポジトリに保存されます。リモートリポジト
リを使用している場合は、自動バックアップ消去メカニズムがありません。古いバックアップ

を手動で削除する必要があります。保存する自動アプリケーションバックアップ数の変更を参

照してください。

デバイスコンフィギュレーションファイルの消去
デバイスごとに、5つのコンフィギュレーションファイルが設定アーカイブに保存されます。
30日より前のファイルは消去されます。デバイスコンフィギュレーションファイルは手動で
削除することができません。。

ソフトウェアイメージファイルの消去
デバイスソフトウェアイメージファイルは、データベースから自動的には消去されません。

このファイルは、GUIクライアントを使用して手動で削除する必要があります。

データ収集とバックグラウンドタスク
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システムジョブの制御
Prime Infrastructureでは、スケジュール設定されたデータ収集ジョブを定期的に実行します。
各ジョブのスケジュールを変更したり、ジョブを一時停止、再開、または即時実行できます。

これらのシステムジョブを無効化または制限すると、Prime Infrastructureの使用、特にレポー
ト作成に直接影響する可能性があります。このような影響を考慮するには、そのデータが使用

されるレポートに注目してください。

関連トピック

データ収集ジョブのスケジューリング（14ページ）
データ収集ジョブの再開（14ページ）
データ収集ジョブの即時実行（15ページ）
システムジョブについて（15ページ）

データ収集ジョブのスケジューリング

システムジョブは、「システムジョブについて」で説明しているとおり、デフォルトの定期

スケジュールで実行されます。必要に応じてこれらのスケジュールを再設定できます。

ステップ 1 [管理（Administration）]> [ダッシュボード（Dashboard）]> [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）]>
[システムジョブ（System Jobs）]の順に選択します。

ステップ 2 スケジュールを再設定するデータ収集ジョブのカテゴリ（たとえば [APIC-EM統合（APIC-EMIntegration）]、
[保証とヘルスの要約（Assurance and Health Summary）]、[インフラストラクチャ（Infrastructure）]、[イン
ベントリとディスカバリ（Inventory andDiscovery）]、[ステータスとワイヤレスのモニタリング（Status and
Wireless Monitoring）]など）を選択します。

ステップ 3 スケジュールを再設定するシステムジョブの横にあるチェックボックスをクリックします。

ステップ 4 [Edit Schedule]をクリックし、ジョブの実行スケジュールを指定します。

ジョブが実行される日付と時刻を指定できます。ジョブの繰り返しとして、1分に 1回、1時間に 1回、週
1回、月 1回、年 1回を選択できます。デフォルトでは終了時刻は指定されていません。

ステップ 5 終了したら、[送信（Submit）]をクリックします。

データ収集ジョブの再開

スケジュール設定されたデータ収集ジョブの一時停止や、すでに一時停止されたジョブの再開

ができます。

ステップ 1 [管理（Administration）]> [ダッシュボード（Dashboard）]> [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）]>
[システムジョブ（System Jobs）]の順に選択します。

データ収集とバックグラウンドタスク
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ステップ 2 停止または再開するデータ収集ジョブのカテゴリ（たとえば [APIC-EM統合（APIC-EM Integration）]、[保
証とヘルスの要約（Assurance and Health Summary）]、[インフラストラクチャ（Infrastructure）]、[インベ
ントリとディスカバリ（Inventory and Discovery）]、[ステータスとワイヤレスのモニタリング（Status and
Wireless Monitoring）]など）を選択します。

ステップ 3 目的のシステムジョブの横にあるチェックボックスをクリックします。

ステップ 4 [Pause Series]をクリックすると、ジョブの実行が停止します。

ジョブがすでに一時停止されている場合は、[シリーズの再開（Resume Series）]をクリックすると、現在
のスケジュールに基づいて実行が再開されます。

データ収集ジョブの即時実行

下記の手順に加え、ジョブのスケジュールを再設定して、実行時刻として [今すぐ（Now）]を
選択して送信すると、ジョブを即時に実行できます。その後、このジョブを選択し、[実行
（Run）]をクリックします。

ステップ 1 [管理（Administration）]> [ダッシュボード（Dashboard）]> [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）]>
[システムジョブ（System Jobs）]の順に選択します。

ステップ 2 実行するデータ収集ジョブのカテゴリ（たとえば [APIC-EM統合（APIC-EM Integration）]、[保証とヘルス
の要約（Assurance andHealth Summary）]、[インフラストラクチャ（Infrastructure）]、[インベントリとディ
スカバリ（Inventory and Discovery）]、[ステータスとワイヤレスのモニタリング（Status and Wireless
Monitoring）]など）を選択します。

ステップ 3 即時実行するシステムジョブの横にあるチェックボックスをクリックします。

ステップ 4 [Run]をクリックします。

システムジョブについて

次の表に、Prime Infrastructureが実行するバックグラウンドデータ収集ジョブの説明を示しま
す。

インフラストラクチャジョブとインベントリジョブは I/O高集約型の操作を行うことからPrime
Infrastructureのパフォーマンスに一定期間影響を与えるため、これらジョブの頻度を増やす場
合は注意が必要があります。

（注）

表 2 :インベントリデータ収集ジョブ

編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

APIC EM統合ジョブ

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

APIC-EMと Prime
Infrastructureの間でのサイト
とデバイスの同期をスケ

ジュールします。

6時間APIC-EMサイトの同期
（APIC-EM Site Sync）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

APIC-EMサーバーが到達可
能であるか確認する作業を

スケジュールします。

5分APICサーバーのステータス定
期確認（APIC Server Status
Periodic）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ICMPpingの到達可能性をス
ケジュールし、デバイスの

到達可能性ステータスと遅

延時間を更新します。

5分ネットワークデバイスへのping
の送信

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

APIC-EMから Prime
Infrastructureへのデバイス
プロファイルの一括イン

ポートをスケジュールしま

す。

5分PnPの一括インポート（PnP
Bulk Import）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

APIC-EMで作成した PnPデ
バイスのステータスを追跡

し、正常であればそのデバ

イスを Primeインベントリ
に追加します。

5分PnPステータスのポーリング
（PnP Status Polling）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

デバイス上でのポスト PnP
設定の検証をスケジュール

します。

ポスト PnPジョブ（Post PnP
Job）

保証とヘルスの要約ジョブ
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

編集不可デバイスメトリック（ルー

タ、スイッチ、アクセスポ

イントなど）のヘルススコ

アを集計します。

無効AGGREGATION_HEALTH_SUMMARY

編集不可PIの異なる 2つのプロセス
の間でデータソースの一覧

を同期します。

無効保証のデータソースの更新

（AssuranceDataSourceUpdate）

編集不可12時間ごとに、デバイスと
それに関連付けられている

APを取得します。

無効保証のライセンスの更新

（Assurance License Update）

編集不可Lyncの通話統計情報を計算
します。

無効保証の Lyncの集計（Assurance
Lync Aggregation）

編集不可時間単位の基準値を集計し

て、アプリケーションデー

タの日単位の値を算出しま

す。

無効BASELINE_DAILY

編集不可アプリケーションデータの

時間単位の基準データポイ

ントを計算します。

無効BASELINE_HOURLY

編集不可PIの異なる 2つのプロセス
の間でサイトルールを同期

します。

無効DAHealth_SITE

編集不可アプリケーションのヘルス

スコアを計算します。

無効HEALTH_SUMMARY_5MIN

編集不可コレクションプランを DA
にプッシュします。

無効PushCollectionPlanToDA

編集不可ステーションキャッシュか

ら現在のクライアントの一

覧を取得し、NetFlowユー
ザーキャッシュを更新しま

す。

無効WUserSyncJob_USER

インフラストラクチャジョブ

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

一括再計算RF予測のステー
タスのポーリングをスケ

ジュールします。

15日一括再計算 RF予測（Bulk
Recompute RF Prediction）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

接続先のモビリティ到達可

能性のステータスポーリン

グをスケジュールします。

5分接続先のモビリティ到達可能性

ステータス（ConnectedMobility
Reachability Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

コントローラ設定のバック

アップアクティビティが表

示されます。

1日コントローラ設定のバックアッ

プ（Controller Configuration
Backup）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

s

日単位のデータファイルの

クリーンアップをスケ

ジュールします。

2時間データのクリーンアップ（Data
Cleanup）

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

[編集（Edit）]アイコンをク
リックし、[最新の設定のみ
をエクスポートする（Export
only Latest Configuration）]
チェックボックスをオンにす

ると、最新の設定のみが転送

されます。

ロールベースアクセスコン

トロール（RBAC）で設定さ
れたユーザー権限に基づい

て、ジョブのプロパティを編

集することができます。

デバイス設定を定期的に外

部リポジトリに転送しま

す。リポジトリの設定や作

成は CLIコマンドで行うこ
とができます。サポートさ

れているリポジトリは

FTP、SSH FTP（SFTP）、
ネットワークファイルシス

テム（NFS）です。

15分デバイス設定の外部バックアッ

プ（Device Config
Backup-External）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ゲストアカウントのポーリ

ングと同期をスケジュール

します。

1日ゲストアカウントの同期

（Guest Accounts Sync）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

インデックス検索エンティ

ティのジョブをスケジュー

ルします。

3時間インデックス検索エンティティ

（Index serach Entities）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

モビリティサービスの自動

バックアップをスケジュー

ルします。

7日モビリティサービスのバック

アップ（Mobility Service
Backup）

データ収集とバックグラウンドタスク

19

データ収集とバックグラウンドタスク

システムジョブについて



編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

モビリティサービスのス

テータスのポーリングをス

ケジュールします。

5分モビリティサービスのステー

タス（Mobility Service Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

モビリティサービスの同期

をスケジュールします。

1時間モビリティサービスの同期

（Mobility Service
Synchronization）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

レポートのクリーンアップ

をスケジュールします。

6時間オンデマンドレポートクリー

ンアップ（On Demand Reports
Cleanup）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

サーバーバック

アップジョブ

は、1時間ごとで
はなく、1日 1回
スケジュールす

ることをお勧め

します。

（注）

Prime Infrastructureサーバー
の自動バックアップをスケ

ジュールします。作成され

るバックアップは、アプリ

ケーションバックアップで

す。

1日サーバーのバックアップ

（Server Backup）

編集不可。スマートライセンスに対し

てデフォルトのスケジュー

ルで実行されます。

無効スマートライセンスのコンプ

ライアンスステータス（Smart
License Compliance Status）

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

wIPSアラームの同期をスケ
ジュールします。

2時間wIPSアラームの同期（wIPS
Alarm Sync）

インベントリおよびディスカバ

リジョブ

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律 APのインベントリ情
報を収集します。

1日自律 APインベントリ
（Autonomous AP Inventory）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

スイッチに関するインベン

トリ情報を収集します。

1日スイッチインベントリ（Switch
Inventory）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレスコントローラに

関するインベントリ情報を

収集します。

1日ワイヤレスコントローライン

ベントリ（Wireless Controller
Inventory）

ステータスジョブ

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

アプライアンスのポーリン

グをスケジュールします。

このタスクでは、[管理
（Administration）] > [アプ
ライアンス（Appliance）] >
[アプライアンスステータス
（Appliance Status）]ページ
からアプライアンスのポー

リングの詳細が読み込まれ

ます。また、アプライアン

スがパフォーマンスや障害

を確認できるかどうかに関

する情報なども読み込まれ

ます。

5分アプライアンスステータス

（Appliance Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律 APクライアントのス
テータスポーリングをスケ

ジュールできるようにしま

す。

5分自律型クライアントのステータ

ス（Autonomous Client Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律型ワイヤレスアクセス

ポイントのステータスポー

リングをスケジュールしま

す。

5分自律型 APの動作ステータス
（Autonomous AP Operational
Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

コントローラの動作ステー

タスのポーリングをスケ

ジュールします。

5分コントローラの動作ステータス

（Controller Operational Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

設定した時間間隔で指定し

たコマンドラインインター

フェイス（CLI）コマンドに
基づいてデータ収集をスケ

ジュールします。

30分デバイスデータコレクター

（Device Data Collector）

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

Identity Services Engineの
ポーリングをスケジュール

します。

15分Identity Services Engineステータ
ス（Identity Services Engine
Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

干渉の情報収集をスケ

ジュールします。

15分干渉（Interferers）

編集不可。Unified AP ping機能情報の
収集をスケジュールしま

す。

このジョブは、一時停止状

態で、オンデマンドで動作

します。

Unified AP ping機能の学習
（Learn Unified AP Ping
Capability）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ライセンスステータス情報

の収集をスケジュールしま

す。

4時間ライセンスステータス

（License Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

LightweightAPのイーサネッ
トインターフェイスのス

テータス情報の収集をスケ

ジュールします。

1分Lightweight APのイーサネット
インターフェイスのステータス

（Lightweight AP Ethernet
Interface Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

LightweightAPの動作ステー
タス情報の収集をスケ

ジュールします。

5分Lightweight APの動作ステータ
ス（Lightweight AP Operational
Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ネットワークからの

LightweightAPクライアント
の情報収集をスケジュール

します。

5分Lightweightクライアントのス
テータス（Lightweight Client
Status）

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

モビリティサービスのパ

フォーマンスのステータス

のポーリングをスケジュー

ルします。

15分モビリティサービスのパフォー

マンス（Mobility Service
Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

Mobility Services Engineのス
テータスのポーリングをス

ケジュールします。

15分モビリティステータスタスク

（Mobility Status Task）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

OSSサーバーのステータス
のポーリングをスケジュー

ルします。

5分OSSサーバーステータス（OSS
Server Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

プライマリおよびセカンダ

リコントローラの冗長性ス

テータスポーリングをスケ

ジュールします。

1時間冗長ステータス（Redundancy
Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

スイッチネットワークモビ

リティサービスプロトコル

（NMSP）およびシビック
ロケーションステータス

ポーリングをスケジュール

します。

4時間スイッチのNSMPおよびロケー
ションステータス（Switch
NMSP and Location Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

スイッチの動作ステータス

のポーリングをスケジュー

ルします。

5分スイッチの動作ステータス

（Switch Operational Status）

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

サードパーティ APの動作
ステータスポーリングをス

ケジュールします。

3時間サードパーティアクセスポイ

ントの動作ステータス（Third
party Access Point Operational
Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

サードパーティコントロー

ラの動作ステータスポーリ

ングをスケジュールしま

す。

3時間サードパーティコントローラ

の動作ステータス（Third party
Controller Operational Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

管理対象外アクセスポイン

トに関するポーリング情報

を収集します。

15分管理対象外 AP（Unmanaged
APs）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレスクライアントの

ステータスのポーリングを

スケジュールします。

2時間有線クライアントステータス

（Wired Client Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレス AP検出をスケ
ジュールします。

5分ワイヤレス AP検出（Wireless
AP Discovery）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレス設定エージェン

ト監査情報の収集をスケ

ジュールします。

1日ワイヤレス設定の監査

（Wireless Configuration Audit）

無線モニタリングジョブ

データ収集とバックグラウンドタスク
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

APイーサネット統計の収集
をスケジュールします。

15分APイーサネット統計（AP
Ethernet Statistics）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

コントローラの関連 APの
イメージプレダウンロード

ステータスを確認できま

す。アクセスポイントのス

テータスを表示するには、

コントローラにソフトウェ

アをダウンロードしている

間に [APへのソフトウェア
の事前ダウンロード

（Pre-download software to
APs）]チェックボックスを
オンにする必要がありま

す。

15分APイメージの事前ダウンロー
ドのステータス（AP Image
Pre-Download Status）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律 APのメモリおよび
CPU使用率に関する情報の
収集をスケジュールしま

す。

15分自律型APCPUとメモリの使用
率（Autonomous AP CPU and
Memory Utilization）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

無線パフォーマンスに関す

る情報や、自律 APの無線
アップまたはダウンステー

タスの収集をスケジュール

します。

15分自律APの無線パフォーマンス
（Autonomous AP Radio
Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律 APの無線パフォーマ
ンスに関する情報の収集を

スケジュールします。

15分自律 AP Txの電力とチャネル
の使用率（Autonomous AP Tx
Power and Channel Utilization）

データ収集とバックグラウンドタスク
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システムジョブについて



編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

CCXバージョン 5および
バージョン 6クライアント
の Dot11およびセキュリ
ティ統計情報の収集をスケ

ジュールします。

1時間CCXクライアントの統計情報
（CCX Client Statistics）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

CleanAirの電波品質に関す
る情報の収集をスケジュー

ルします。

15分CleanAir電波品質（CleanAirAir
Quality）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

自律および軽量クライアン

ト用の統計情報の取得をス

ケジュールします。

15分クライアント統計情報（Client
Statistics）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

1分マップ情報ポーリングジョブ

（Map Info Polling Job）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

メディアストリームクライ

アントに関する情報の収集

をスケジュールします。

15分メディアストリームクライア

ント（Media Stream Clients）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

メッシュリンクのステータ

スの収集をスケジュールし

ます。

5分メッシュリンクのステータス

（Mesh Link Status）
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

メッシュリンクのパフォー

マンスに関する情報の収集

をスケジュールします。

10分メッシュリンクのパフォーマ

ンス（Mesh link Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレス無線からの統計

情報の収集をスケジュール

します。

15分無線パフォーマンス（Radio
Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレス無線からの音声

統計情報の収集をスケ

ジュールします。

15分無線音声パフォーマンス

（Radio Voice Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

不正アクセスポイントに関

する情報の収集をスケ

ジュールします。

2時間不正 AP（Rogue AP）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

スイッチのCPUとメモリの
情報のポーリングをスケ

ジュールします。

30分スイッチの CPUとメモリの
ポーリング（Switch CPU and
Memory Poll）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

クライアントのトラフィッ

クストリームメトリックを

取得します。

8分トラフィックストリームメト

リック（Traffic StreamMetrics）
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編集可能なオプション説明デフォルトのスケジュールタスク名

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレスコントローラの

パフォーマンス統計情報の

収集をスケジュールしま

す。

30分ワイヤレスコントローラのパ

フォーマンス（Wireless
Controller Performance）

[スケジュールの編集（Edit
Schedule）] > [繰り返し
（Recurrencce）]の順に選択
し、ジョブをスケジュールす

るための適切な設定を選択し

ます。

ワイヤレスコントローラの

QoS統計情報の収集をスケ
ジュールします。

15分ワイヤレスQoS統計（Wireless
QoS Statistics）

Cisco Prime LMSから Cisco Prime Infrastructureへのデータ
の移行

Prime Infrastructureは、すべてのプラットフォーム上で Cisco Prime LAN Management Solution
（LMS）バージョン 4.2.5からのデータ移行をサポートしています。次の LMSデータを CAR
CLIを使用して Prime Infrastructureにインポートできます。

• Device Credential and Repository（DCR）デバイス
• Static Groups
• Dynamic Groups
• Software Image Management Repository Images
• User Defined Templates（Netconfig）
• LMS Local Users
• MIB

LMSからインポートできるのは、次の属性を使用したルールを含むDynamicGroupsだけです。

• PI attribute Name—LMS attribute name
• Contact—System.Contact
• Description—System.Description
• Location— System.Location
• Management_Address—Device.ManagementIpAddress
• Name—System.Name
• Product_Family—Device.Category
• Product_Series—Device.Series
• Product_Type—Device.Model
• Software_Type—System.OStype
• Software_Version：Image.Version

データ収集とバックグラウンドタスク
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LMSデータを Prime Infrastructureに移行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 LMSバックアップデータが格納されているサーバーを特定します。

ステップ 2 Prime Infrastructureサーバーとの CLIセッションを開きます（CLIから接続する方法を参照）。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、バックアップの場所を設定します。

admin# configure terminal

admin(config)# repository carsapps

admin(config-Repository)# url location

admin(config-Repository)# user root password plain password

admin(config-Repository)# end

引数の説明

1. locationは、LMSバックアップデータの場所の、アクセスプロトコルを含む完全修飾URLです。例：
ftp://10.77.213.137/opt/lms、sftp://10.77.213.137/opt/lms、または fdisk:foldername。

2. passwordは rootユーザーパスワードです。

ステップ 4 次のコマンドを使用して LMSバックアップを Prime Infrastructureにインポートします。

admin# lms migrate repository carsapps

ステップ 5 CLIセッションを終了して、Prime Infrastructureユーザーインターフェイスにログインし直し、LMSデー
タが正常にインポートされたことを確認します。次の表に、Prime InfrastructureでインポートしたLMSデー
タを確認する場所を示します。

Prime Infrastructureでの場所LMSデータ

[Inventory] > [Network Devices]DCRデバイス

[Inventory] > [Network Devices] > [User Defined Group]Static Group

[Inventory] > [Network Devices] > [User Defined Group]Dynamic Group

[Inventory] > [Software Images]Software Image Management Repository
Images

[Configuration] > [Templates] > [Features & Technologies]User Defined Templates（Netconfig）

[Administration] > [Users, Roles & AAA] > [Users]LMS Local Users

[Monitor] > [Monitoring Policies]メニューで、[追加（Add）]をク
リックしてから、[ポリシータイプ（Policy Types）] > [カスタム
MIBポーリング（Custom MIB Polling）]の順に選択します。

MIB
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


